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線虫を用いた減数分裂組換えの分子機構の解明

●研究概要

相同染色体間の交差型組換えは第一減数分裂の染色

体の正確な分配に必須であり、そのエラーは生殖細胞の

染色体異常を引きおこし、不妊の原因になります。遺伝解

析が容易な線虫（C. elegans）を用いて交差型組換えの数と

分布の制御機構の解明を目指します。
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● 論文.特許等
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・新規ホリデイジャンクション解離酵素の同定
相同組換えの最終ステップは組換え中間体であるホリデイジャンク

ションの解離と再結合である。我々は現在までにいくつかのホリデイ

ジャンクション解離酵素を同定してきたが、そのすべての変異株におい

ても組換え頻度は0にはならない（論文3,4,6)。未同定のホリデイジャン

クション解離因子をGenome-wide approachとCandidate-based

approachの両面から同定する。

・交差型組換えの数と場所の制御機構
線虫ではシナプトネマ複合体で結合した相同染色体ペア間で一回の

交差が、腕部で優先的に起こることが知られている（論文2,3,4,6）。こ

のタイトなコントロールは幾つかのファクターによってなされているが、

その実態は明らかではない。我々は核内のエピジェネティクス制御と核

外のRNAi-Pグラニュール系での交差制御のモデルを提唱しそれを検

証する。また二重交差における姉妹染色分体の選択機構を遺伝学的

に解析する。

・DNA修復異常疾患と交差型組換えの関係を調べる
ファンコニ貧血は造血幹細胞のDNA複製の異常を原因とする再生不

良性貧血である。現在までに22種類の原因遺伝子が同定されている

が、その多くは組換え修復にも重要な役割を果たしている（論文

1,2,5,6）。その他、早期老化症や色素性乾皮症などDNA修復の異常

が原因の先天疾患であり、それらの原因遺伝子と減数分裂組換えのク

ロストークを探る。
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